
学科名： 平成30年3月31日

平成２９年度計画 平成２９年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。 ＊上段は中間報
告、下段は最終報告

年度末に実施予定。 △ ×

各学科長に原案を配り、学科で検討
を進めている。

△ △

入学時のオリエンテーションにて学
科長や担当者から話をした。

○ ○

済 ○ ◎

教育心理学科においては公認心理師
課程の設置、初等教育学科において
は、特支の免許資格課程の移設に関
わって多くの実務作業を進めてい
る。

○ ○

完成した。 ◎ ◎

本年度分は全教員の承認を得た。 ○ ○

済 ○ ◎

本年度分は全教員の承認を得た。 ○ ○

済 ○ ◎

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況中　期　計　画

理念・目的を適切に設定し、その適
切性について、定期的に検証する。

学部学科の理念目的の文言について
それぞれの学科、および学部で協議
する。

年に１回、協議する機会を設定す
る。

内部質保証の方針及び手続に基づき、
自己点検・評価を改革・改善に繋げる内
部質保証システムが有効に機能している
か検証する。

学部学科における教員業績評価、お
よび評価結果の取り扱いの具体的方
針の見直しをする。

本年度の評価結果の実情を踏まえ、
次年度当初に検討する機会を持つ。

［内部質保証］
教育の理念・目的を実現するため
に、内部質保証システムを構築
し、恒常的・継続的に教育の質の
保証及び向上に取り組む。

就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 教育学部

理念・目的を及び学部・研究科の目
的を学則又はこれに準ずる規則等に
適切に明示し、教職員及び学生に周
知し、社会に対して公表する。

様々な情報発信の機会を捉えて、学
生や社会、及び教職員に周知するよ
う努める。

入学、卒業時の学部長・学科長挨拶
を含む様々な機会に触れる。学部学
科内の重要事項を決定する際の拠り
所とする。

理念・目的を及び学部・研究科の目
的を実現していくため、将来を見据
えた中・長期の計画その他の諸施策
を設定する。

教職免許法改正や社会情勢の変化に
対応した学部組織やカリキュラムの
改革に向けた準備を推進する。

各学科に分掌を設定したり、学部内
にWGを組織したりして本年度中に具
体的な計画をつくる。

内部質保証の推進に責任を負う全学的
な体制を整備し、内部質保証のための
全学的な方針及び手続を明示する。

全学の規準に則して、学部学科にお
ける教員業績評価、および評価結果
の取り扱いの具体的方針を作成す
る。

学部長が原案を作成し、学科・学部
で承認を得る。

　部局及び学科における２９年度計画と実行計画

［理念・目的］
教育の理念・目的に基づき、人材
育成の目的、その他の教育研究上
の目的を適切に設定し公表すると
ともに、それを実現するために将
来を見据えた中・長期の計画その
他の諸施策を明確にする。

中　期　目　標



年度末に実施予定。 △ ×

本年度分の個人業績資料は提出済み ○ ○

実施した。 ○ ◎

済 ○ ◎

［教育研究組織］
教育の理念・目的を実現するため
に、適切な教育研究組織を整備す
る。

実施している ○ ○

「就実実践研究」は発行済み。資金
援助を行う個人・グループ研究の成
果発表会は３月Ⅰに開催する。

○ ○

実施を検討している。 △ ×

実施した。 ○ ◎

実施を検討している。 △ ×

実施した。 ○ ◎

年度末に実施予定。 △ ×

３月の学科会議と教授会で共通理解
を図る。

△ △

作業を進めている。 ◎ ○

教育目標に基づく学位授与方針を設
定し、公的刊行物やホームページ等
によって、教職員及び学生に周知
し、社会に公表する。

それぞれの学科が発行する定期刊行
物、および、学科ごとのホームペー
ジに掲載する。

年度当初の計画通り実行する。

教育目標・学位授与方針に基づく教
育課程の編成・実施方針を設定し、
公的刊行物やホームページ等によっ
て、教職員及び学生に周知し、社会
に公表する。

それぞれの学科が発行する定期刊行
物、および、学科ごとのホームペー
ジに掲載する。

年度当初の計画通り実行する。

内部質保証システムの適切性について
定期的に点検・評価を行い、その結果を
もとに改善・向上に向けた取り組みを行
う。

本年度の教育業績評価資料を踏ま
え、各個人で目標・計画シートを作
製する。

年度の前半に実施する。

教育研究組織を適切に設定し、学術
の進展や社会の要請との適合性につ
いて、定期的に点検・評価を行い、
その結果をもとに改善・向上に向け
た取り組みを行う。

教育研究実践センターの取り組みと
共同しながら推進する。

教育研究実践センターが発行する
「就実実践研究」の発行、及び同セ
ンターが資金援助を行う個人・グ
ループ研究の成果発表会を開催す
る。

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現するため
に、学位授与方針（ディプロマポ
リシー）及び教育課程の編成・実
施方針（カリキュラムポリシー）
を明示し、十分な教育上の成果を
上げるための教育内容を備えた体
系的な教育課程を編成するととも
に、効果的な教育を行うための
様々な措置を講じ、学修成果の修
得状況を把握し評価して、学位授
与を適切に行う。

教育研究活動、自己点検・評価結果、財
務、その他の諸活動の状況等を適切に
公表し、社会に対する説明責任を果た
す。

学部学科ごとに集計した教育業績評
価資料を公表する。

資料を作成し、教学執行部会議に提
出する。

教育目標、学位授与方針及び教育課
程の編成・実施方針の適切性につい
て、定期的に検証する。

それぞれの学科、および学部で協議
する。

年に１回、協議する機会を設定す
る。

教育課程の編成・実施方針に基づ
き、学部・学科に応じたカリキュラ
ムマップやツリーを作成して、必要
な授業科目を適切に設定し、接続性
や順次性のある教育課程を体系的に
編成する。

教職免許法改正や社会情勢の変化に
対応した学部組織やカリキュラムの
改革に向けた準備と合わせて推進す
る。

学部内にWGを組織し、作業を進め
る。

［内部質保証］
教育の理念・目的を実現するため
に、内部質保証システムを構築
し、恒常的・継続的に教育の質の
保証及び向上に取り組む。



完成した。 ◎ ◎

各担当者で作業を進めている。 ◎ ○

完成した。 ◎ ◎

各担当者で作業を進めている。 ◎ ○

完成した。 ◎ ◎

実施を検討している。 △ ×

３月の学科会議と教授会で共通理解
を図る。

△ △

実施を検討している。 △ ×

３月の学科会議と教授会で共通理解
を図る。

△ △

実施を検討している。 △ ×

実施した。 ○ ◎

前期については実施済み。 ○ ◎

３月の学科会議と教授会で共通理解
を図る。

△ △

全学的に示されたモデルを提示して
全教員で取り組むように申し合わせ
る。

シラバスの内容と授業内容・方法と
の整合性を取り、シラバスに基づく
授業を行う。

全教員の意識の向上を図る。
シラバスとの整合を確認しながら毎
学期末の授業報告書を作成すること
を申し合わせる。

教育目標の達成に向けた授業形態、
学生の主体的参加を促す授業方法
（アクティブラーニング）など、学
修指導を充実する。

教員による相互参観、および学生に
よる授業評価アンケートで得られた
情報をフィードバックする。

フィードバックの内容を確実に
チェックし生かすよう、学部内で共
通理解を図る。

教育効果を上げるための多様な手段
の導入と情報ネットワークを利用し
た教育システムへ展開し、キャンパ
ス外教育を推進する。

教員による相互参観、および学生に
よる授業評価アンケートで得られた
情報をフィードバックする。

フィードバックの内容を確実に
チェックし生かすよう、学部内で共
通理解を図る。

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現するため
に、学位授与方針（ディプロマポ
リシー）及び教育課程の編成・実
施方針（カリキュラムポリシー）
を明示し、十分な教育上の成果を
上げるための教育内容を備えた体
系的な教育課程を編成するととも
に、効果的な教育を行うための
様々な措置を講じ、学修成果の修
得状況を把握し評価して、学位授
与を適切に行う。

初年次教育・高大連携に配慮した教
育内容、専門分野の高度化に対応し
た教育内容を提供する。

教職免許法改正や社会情勢の変化に
対応した学部組織やカリキュラムの
改革に向けた準備と合わせて推進す
る。

幅広く深い教養及び総合的な判断力
を培い、豊かな人間性を涵養する教
育課程を編成する。

教職免許法改正や社会情勢の変化に
対応した学部組織やカリキュラムの
改革に向けた準備と合わせて推進す
る。

学部内にWGを組織し、作業を進め
る。

教育課程の編成・実施方針に基づ
き、学部・学科に応じたカリキュラ
ムマップやツリーを作成して、必要
な授業科目を適切に設定し、接続性
や順次性のある教育課程を体系的に
編成する。

教職免許法改正や社会情勢の変化に
対応した学部組織やカリキュラムの
改革に向けた準備と合わせて推進す
る。

学部内にWGを組織し、作業を進め
る。

授業の目的、到達目標、授業内容・
方法、授業計画、成績評価方法・基
準等を明らかにしたシラバスを、統
一した書式で作成し、公表する。

学部教員に、モデルとなるシラバス
を提示して次年度のシラバス作成の
参考にする。



前期については実施済み。 ○ ◎

実施した。 ○ ◎

年度末に実施予定。 △ ×

実施している。 ○ ○

前期については実施済み。 ○ ◎

３月の学科会議と教授会で共通理解
を図る。

△ △

実施している。 ○ ○

実施した。 ○ ◎

学位授与にあたり学位論文審査の基
準を適切に設定し、学生に明示す
る。

実施している。 ○ ○

実施している。 ○ ○

実施している。 ○ ○

実施している。 ○ ○

実施している。 ○ ○

適切な定員を設定し、在籍学生数を
収容定員に基づき適正に管理する。

入学者人数、歩留まり率等の結果を
踏まえ、翌年の募集人員を設定す
る。

学部入試委員会で具体的な内容を検
討し、教授会で承認を受ける。入試
課と連携を図理ながら推進する。

求める学生像、学生の受け入れ方針
（アドミッションポリシー）を設定
し、公的刊行物やホームページ等に
よって、受験生に周知し、社会に公
表する。

全学APに沿った学部・学科のAPを設
定し、募集要項に反映する。

入試課と連携して周知、公表に努め
る。

学生の受け入れ方針に基づき、学生
募集及び入学者選抜の制度や運営体
制を適切に整備し、入学者選抜を公
正に実施する。

入試区分ごとに具体的な内容を検
討、実施する。事後には評価・反省
の機会を持つ。

学部入試委員会で具体的な内容を検
討し、教授会で承認を受ける。入試
課と連携を図理ながら推進する。

授業評価アンケートや相互授業参観
などにより、教育成果について定期
的な検証を行い、その結果を授業の
内容及び方法の改善に反映させる。

毎学期の教員による相互参観、およ
び学生による授業評価アンケートで
得られた情報をフィードバックす
る。

フィードバックの内容を確実に
チェックし生かすよう、学部内で共
通理解を図る。

教育内容・方法等の改善を図るため
に、組織的な研修・研究の機会を設
ける。

全学のFD研修会への参加を徹底す
る。

学科会議において適宜確認する。

厳格な成績評価を実施するシステム
と制度を構築し、学生学修力の向上
と教育の質の改善を図り、単位制度
の趣旨に基づく成績評価、単位認定
を適切に行う。

全教員の意識の向上を図る。 学科会議において適宜確認する。

学修成果を測定するための評価指標
（ルーブリック評価など）を適切に
設定し、学位授与（卒業・修了認
定）を適切に行う。

全教員の意識の向上を図る。 学科会議において適宜確認する。

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現するため
に、学位授与方針（ディプロマポ
リシー）及び教育課程の編成・実
施方針（カリキュラムポリシー）
を明示し、十分な教育上の成果を
上げるための教育内容を備えた体
系的な教育課程を編成するととも
に、効果的な教育を行うための
様々な措置を講じ、学修成果の修
得状況を把握し評価して、学位授
与を適切に行う。

［学生の受け入れ］
教育の理念・目的を実現するため
に、学生の受け入れ方針を明示
し、その方針に沿って適切な入学
者選抜制度により公正な受け入れ
を行う。（留学生を含む）



実施している。 ○ ○

実施している。 ○ ○

実施している。 ○ ○

実施を検討している。 △ ×

実施を検討している。 △ △

実施している。 ○ ○

実施した。 ○ ◎

実施している。 ○ ○

実施した。 ○ ◎

実施している。 ○ ○

実施した。 ○ ◎

実施済み。 ○ ◎

実施した。 ○ ◎

実施を検討している。 △ ×

教育研究活動等、教員組織の適切性
について定期的に点検・評価を行
い、その結果をもとに改善・向上に
向けた取り組みを行う。

学部独自の基準で教員評価を行う。
特に達成度評価については具体的な
指針と基準をつくる。

達成度評価の具体的な指針と基準に
ついては学部長・学科長が原案を作
成し教授会で承認を得る。

学生に対する修学支援、生活支援、進
路支援など、学生支援に関する方針を
明示する。

進路支援（教職キャリア支援）の方
針は学部学科で明確化できている。
修学支援、生活支援に関する学部学
科の方針について検討する。

学生課との役割分担を明確にし、学
部学科で必要な部分を検討する。

教員の募集・採用・昇格等に関する
規定及び手続きを明確にして、適切
な教員人事を行う。

学部任用基準等の規程に沿って実施
する。

学部人事委員会で人事案件毎に手続
きを行い、教授会で承認を得る。

ＦＤ活動を組織的かつ多面的に実施
し、教員の資質向上及び教員組織の
改善・向上を図る。

FD,SDの有効性検証については全学的
組織で行う。

全学的なFD活動、および検証作業に
積極的に参加するよう申し合わせ
る。

教員に求める能力・資質、教員構
成、教員の組織的な連携体制と教育
研究に係る責任の所在など、各学部･
研究科等の教員組織の編制に関する
方針を明示にする。

学部組織やカリキュラムの改革に向
けた準備と合わせて、全学的な編成
方針に学部単位の人事関係規程を併
せて整備する。

学部長、学科長で検討し、教授会で
承認を受ける。

教育課程・編制方針に基づき、教育
研究活動を展開するため、授業科目
と担当教員の資格・適合性を明確に
して、教員組織を適切に編制する。

全学的な編成方針に合わせるととも
に、課程認定等、外部基準にも合わ
せた、学部の人事関係方針を整備す
る。それに沿った人事が行われたか
検証する。

学部人事委員会で人事案件毎に検証
する。

適切な定員を設定し、在籍学生数を
収容定員に基づき適正に管理する。

入学者人数、歩留まり率等の結果を
踏まえ、翌年の募集人員を設定す
る。

学部入試委員会で具体的な内容を検
討し、教授会で承認を受ける。入試
課と連携を図理ながら推進する。

学生の受け入れの適切性について定
期的に点検・評価を行い、その結果
をもとに改善・向上に向けた取り組
みを行う。

在学中の成績、や卒業後の進路と、
入学区分との関連性を調査する。

入試課、教務課、IR、教職支援セン
ターと連携を図りながら推進する。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

［学生の受け入れ］
教育の理念・目的を実現するため
に、学生の受け入れ方針を明示
し、その方針に沿って適切な入学
者選抜制度により公正な受け入れ
を行う。（留学生を含む）

［教員・教員組織］
教育の理念・目的を実現するため
に、求める教員像や教員組織の編
制方針を明確にし、それに基づく
教員組織を整備するとともに、
ファカルティ・ディベロップメン
ト（ＦＤ）活動を実施して絶えず
教員の資質向上に取り組む。



実施した。 ○ ◎

実施を検討している。 △ ×

実施を検討している。 △ ×

実施している。 ○ ○

実施した。 ○ ◎

年度末に実施予定。 △ ×

実施を検討している。 △ ×

実施を検討している。 △ ×

実施を検討している。 △ ×

実施している。 ○ ○

実施した。 ○ ◎

実施している。 ○ ○

実施した。 ○ ◎

実施している。成果をあげている。 ◎ ◎
キャリア支援に関する組織体制を整備
し、進路選択に関わる指導・ガイダンスを
実施する。

キャリア支援センターや教職支援セ
ンターと協力する。

それぞれのセンターとの役割分担を
調整し、学部学科で推進する。

奨学金等をを通じた経済的支援の充実
を図り、安定した学生生活の実現に努め
る。

学生課に協力する。
学生課との役割分担を調整し、学部
学科で推進する。

心身の健康保持・増進及び安全・衛生
へ配慮するとともに、学生の人権を保障
し、ハラスメント防止のための措置を適切
に行う。

保健管理センターに協力する。全学
的なハラスメント防止の研修に参加
する。

保健管理センターとの役割分担を調
整し、学部学科で推進する。学科会
議等で研修会への参加を呼びかけ
る。

リメディアル教育や高大連携による入試
前教育に関する支援体制を整備し、適
切に実施する。

学部で実施している入学前セミナー
やそこで課される課題の効果を検証
する。

IR企画室と連携し、学部学科で検証
の仕方を検討する。

障がいのある学生に対する支援体制を
整備し、修学支援措置を適切に行う。

全学的に導入されるピアサポート制
度を教育学部でも推進する。

学生課との役割分担を調整し、学部
学科で具体的な方策を検討する。

学生学修意欲喚起や学修時間の確保に
向けての学修e-ポートフォリオの導入
で、学修支援を推進する。

全学的なe-ポートフォリオの使用方
針に沿って、学部学科で有効利用を
推進する。

情報センターと連携し、学部学科で
具体的な活用の仕方を検討する。

留年者及び休・退学者の状況を把握し、
低減に向けての部局での方策を検討
し、適切に対処する。

学生指導報告書を作成し、要因を分
析する。その結果を踏まえて対策を
検討する。

教務課と連携し、学部学科でそれぞ
れの事案の対応策、および予防策を
検討する。

学生に対する修学支援、生活支援、進
路支援など、学生支援に関する方針を
明示する。

進路支援（教職キャリア支援）の方
針は学部学科で明確化できている。
修学支援、生活支援に関する学部学
科の方針について検討する。

学生課との役割分担を明確にし、学
部学科で必要な部分を検討する。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。



実施した。 ◎ ◎

実施している。 ○ ○

実施した。 ○ ◎

教育研究成果を適切に社会に還元する
ための社会連携・社会貢献に関する方
針を明示する。

実施している。 ○ ○

実施した。 ○ ◎

実施を検討している。 △ ×

来年度、留学生１名を受け入れるこ
とにした。

○ ○

実施を検討している。 △ ×

実施した。 ○ ◎

実施している。 ○ ○

実施した。 ○ ◎

実施している。 ○ ○

3ポリシーに基づく教養・専門教育カリ
キュラムの体系化とスリム化、主体的学
びによる教育の質転換、学生が成長を
実感できる教育改革の推進と教育力の
飛躍的向上により、魅力ある独自教育ブ
ランドを確立する。

教育の現場における実地有用の人材
を育成することを目標に掲げ、その
浸透を促進させる。

あらゆる教育活動の礎とするよう全
教員で共通理解を図る。

学生生活実態調査に基づいて、学内施
設の計画的な整備、キャリア支援の強
化、学生相談室の充実と障がい学生へ
の支援体制強化、奨学金制度のさらなる
充実など、きめ細かな学生支援で、学生
の満足度を向上させる。

教育学部としては新B館や生協の有効
価値用を図る。E館の改修内容にも要
望をする。

施設・設備の有効利用の呼びかけを
適宜行う。

グローバル化促進として、留学生の積極
的な受け入れ、さらに外国人研究者活
躍の場を広げ、本学の構成員の国際的
活動能力の向上を図る。

外国人留学生を積極的に受け入れ
る。外国人教員スタッフの確保につ
いても視野に入れて検討する。

国際交流センターと協力しながら学
部学科で具体的方策を検討する。

教学ガバナンスと教学マネジメントを強
化し、学内外の情報収集・解析、エビデ
ンスの可視化、情報の周知と相互理解を
図り、新たな戦略・組織的活動を教職協
働で推進して、内部質保証に向けた取り
組みを行う。

組織活動の活性化に学部として協力
する。

学部としてできることを適宜協力す
る。

キャリア支援に関する組織体制を整備
し、進路選択に関わる指導・ガイダンスを
実施する。

キャリア支援センターや教職支援セ
ンターと協力する。

それぞれのセンターとの役割分担を
調整し、学部学科で推進する。

社会へのサービス活動、地域交流・国際
交流事業への積極的参加など、学外組
織との連携協力による教育研究を推進
し、教育研究成果を適切に社会に還元
する。

教育研究実践センターを通じて、地
域の教育機関や学外の研究者との共
同研究への研究費助成及び論文発表
助成を推進する。

１事案につき１０万円程度、２件を
上限とし、それらの成果については
年度の後半に発表する会を設ける。

学生支援の適切性について定期的に点
検・評価し、その結果をもとに改善・向上
に向けた取り組みを行う。

事案ごとにタイムリーに点検評価す
る。

学科会議において、適宜検討する。

［特色ある取り組み］
学生自らが成長を実感できる教育
改革、充実した学生生活支援、新
たな価値を創出する地域連携活動
などを通して、本学の魅力や教
育・研究の質を高め、個性を磨い
て差別化を図るため、特色ある大
学改革を推進する。

【平成２９年度大学・短大の主要事業計画と改革の重点事項】

［社会連携・社会貢献］
教育の理念・目的を実現するため
に、社会連携・社会貢献に関する方
針を明確にし、その方針に沿って社
会との連携に配慮し、教育研究成果
を広く社会に還元する。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。



実施した。 ○ ○

実施している。 ○ ○

実施した。 ○ ◎

本学の魅力や強み・特色を明確に示し
た広報活動の展開、研究力の向上・活
性化やグローバル化を推進し、教職協
働による地域連携・貢献活動を通して、
地域社会に根ざした信頼される本学独
自のブランドを確立する。

学部学科間の共同研究、学外の地域
との共同研究を学部として推進す
る。

学部としてそれぞれの事案について
協力する。

学生生活実態調査に基づいて、学内施
設の計画的な整備、キャリア支援の強
化、学生相談室の充実と障がい学生へ
の支援体制強化、奨学金制度のさらなる
充実など、きめ細かな学生支援で、学生
の満足度を向上させる。

教育学部としては新B館や生協の有効
価値用を図る。E館の改修内容にも要
望をする。

施設・設備の有効利用の呼びかけを
適宜行う。

［特色ある取り組み］
学生自らが成長を実感できる教育
改革、充実した学生生活支援、新
たな価値を創出する地域連携活動
などを通して、本学の魅力や教
育・研究の質を高め、個性を磨い
て差別化を図るため、特色ある大
学改革を推進する。


